
○定植作業について
【定植適期について】
　チェーンポット育苗
　◎定植苗の姿
　　・草丈：１７～２０㎝
　　・太さ：３～４㎜
　　・葉枚数：２．０～２．５葉

　◎苗が伸びすぎた場合の剪葉方法
　　伸びすぎた葉を１５～１７㎝の長さにカット
　　例）１回目　本葉１．５葉期
　　　　２回目　定植５日前くらい（本葉２．５葉）
　　※�剪葉は、完全展開している葉を切り、伸長中の新葉

は切らないこと。
　　　剪葉した葉は、育苗箱内に残らないようにする。
【定植後の管理ポイント】
　今年は定植後の低温が予想されます。生育・活着を促進
するため、定植後に不織布（パスライト等）のベタ張りを
して保温することで、低温や降霜を回避することができま
す。融雪も早いため、病害虫の発生も早まることが考えら
れるので、定植時の灌注処理を必ず行いましょう。

長ねぎ

○作業の注意点について
１�．１２８穴トレー苗は本葉２葉期頃に肥料がきれます。水
２０ℓに液肥５０㎖で４０枚（４００倍）
２�．育苗期はハウス内温度を２０℃以上にしないようにして
ください。
３�．育苗期にべと病予防をする。水２０ℓにダコニール２０㎖
で４０枚（１，０００倍）
４．潅水は朝に行ってください。

５�．定植１週間前には苗を外気に慣らし、本葉３枚～３．５
枚頃が定植適期です。
６�．定植直前に、スタークル顆粒水和を苗に散布します。
残効があるため、省力化となります。
７�．定植２週間前までには、堆肥・土壌改良剤を、定植１
週間前までには基肥を散布します。生育期に高温乾燥被
害を受けるとカルシウム欠乏による障害を受けるため、
カルシウム剤の施用を薦めます。耕起はできる限り条件
の良い状態の時に行いましょう。輪作しても根こぶ病が
発生する場合があるため、気になる方はネビジンやオラ
クルを使用してください。
８．定植は温暖な日に行い、極端な深植えは避けましょう。

きゃべつ

○萌芽への準備について
　露地アスパラガスの萌芽が始まってきますので支柱を立
てたり、支柱を直したりしておきましょう。また、追肥と
して窒素成分で１反歩あたり２～４㎏の散布を行いましょ
う。Ｓ５５５で１５㎏～２０㎏です。

アスパラガス

○種株の準備
・�株分けは萌芽が始まる前までに行い、大きく充実した芽
が１芽になるよう株分けをしましょう。
・�健全な株を種株に利用し、腐敗している株は使用しない
でください。
・�根の長さは１５～２０㎝前後になるよう切断し、細かい根や
根の先端部分は腐敗しやすいので取り除いてください。

○種株の植え付け
・�圃場はできる限り連作を避け、排水の良い圃場に植え付
けしましょう。
・�植え付け時期は霜害防止のため、４月中旬～５月上旬に
植え付けをおこなってください。（晩霜の約１ヶ月前）
・�畦間１３０～１５０㎝、株間５０～６０㎝の１条植えで、できるだ
け芽を上にして植え付け、覆土は５～１０㎝としてくださ
い。
・�紫芽の白・東武鯉玉は密植とする。（約１，２００～１，３００株
／１０ａ）
・�群豊白・愛知坊主は疎植とする。（約１，０００～１，１００株／
１０ａ）
・�極端な深植えはのぼり芽の要因となるので注意しましょ
う。

山うど

牡牛座（4・20〜5・20）　とても活気があり、新しいことを始めるチャンスです。積極的に動いて吉。環境改善に力を注ぐのも幸運9
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